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2014基本要求支部代交渉報告
当局は職員の命と健康、安全を守れ！メンタル不全多発、現職死亡まで発生

「国の強制による賃金削減の本年３月での終了を求める」職員の強い思いを署名として提出 

自治労県職労は1月22日、2014年度基本要求の支部代交渉を行いました。（回答は裏面）

交渉の冒頭、米倉委員長が労務統括官に各職場から集約した「国の強制による賃金削減終了の確認を求める署名」を手交、続いて職場や支部の代表者が切実な現場の実態について発言しました。
職場・支部代表者の発言（要旨）

○過重労働の撲滅
・今年度、福祉職の仲間２名が現職死亡した。職場は、自分を守ることもできない大変危険な状況に追い込まれている。福祉職の人員増を強く求める。
・予算調整業務が勤務時間外に、当たり前のように行われている。限られた時間内で作成できる資料で対応するなど、財政当局には、自覚をもって臨んでもらいたい。
○人員要求

・職業訓練指導員の欠員は23名、臨任で対応している。「コースの再編が終わったら」「校の再編が終了したら」正規職員を補充するとの約束を守れ。
・県税事務所の再編統合により、管轄地域は広がり、遠隔地への出張には時間がかかる。また、初めて稼働させるシステムもある。業務が停滞することがないよう適正な人員配置を求める。機械的に人員削減を行うべきではない。

・短時間再任用職員や非常勤職員が複数配置されている職場の増員。

・労働センターでは、職員の人材育成が大きな課題となっている。長年の経験やノウハウを持った先輩がどんどん退職していく中で、労政行政が維持できなくなるという危機感がある。専門性が必要とされる業務については、人事サイドもその視点をきちんと持って対応をしてほしい。

○メンタルヘルス対策、労働安全衛生
・メンタルヘルス対策を推進するにあたり、産業医（精神科医）の役割は大きい。週２日の勤務体制では時間的制約があるので、勤務日数の増を求める。
・私の職場では、昨年２名の休職者を出した。メンタルヘルスの抜本的対策を構築するための前向きな回答を求める。

・空調が入っていても震えながら仕事をしている。本庁では、ダウンコートを着たまま仕事をしている職員もいる。労働安全衛生法令の遵守は当然の責任。
○昇任昇格、人事評価・人事制度
・モチベーションが維持できる昇任昇格を求める。
・県税事務所では今年度、主査で班長の役割を担っている職員がいる。本来なら、副主幹に昇格させたうえで配置すべきである。

○行政システム改革・緊急財政対策
・産業技術センターの地方独立行政法人化は、職員の雇用問題のみならず、公的責任を確保する観点からも行わないこと。

・県税事務所や保健福祉事務所の再編統合は、県民にとっては単純にサービスの低下。きちんと周知を行うべきである。
○行政補助員問題、非常勤等職員課題
・行政補助員の雇用を脅かし、業務的にも混乱と非効率を招く現行制度の抜本的見直しを行うべき。

・臨任・非常勤職員は、正規職員と同様の仕事を担っており、県行政にとって重要な存在。雇用の継続と賃金・労働条件の改善を求める。

○ノーマライゼーション課題
・管理事務トータルシステムの抜本的な見直しにあたり、視覚障害者対応をきちんと行うこと。

・電話交換への派遣業務の導入について、問題が多発している実態を踏まえた見直しを求める。

・視覚障害者のワークアシスタントの雇用について、業務に支障が出ないような対応をしてもらいたい。

・庁舎のバリアフリー化等を求める。
	要求項目
	これまでの労務統括官の回答（要旨）

	過重労働の撲滅
	・総労働時間の短縮を進めるにあたっては、管理監督者のコスト意識や効率的な行政運営が必要である。各局や所属が職場実態を踏まえて取り組むことで実効性が上がる。総務室長会議等の場で幹部職員に対し、着実な取組みを行うよう促したい。
・所属におけるマネジメントが重要であり、職員一人一人が時間内に業務を終えるよう意識をしてほしい。
・予算調整業務は、タイトなスケジュールで行われている。前回交渉での要請を受け、職員に過重な負担が及ばないように配慮するよう財政課に伝えた。

	適正な人員配置
	・人員配置にあたっては、どのような県民サービスが必要であるかを各局で十分議論したうえで、事業に優先順位をつける。政策判断をしていくことが必要である。県全体の調整が必要な場合は、人事当局が調整する。

・再任用の職域拡大や臨任・非常勤職員の効果的な活用を考えている。

・職業訓練における技術の進歩や県民ニーズに対応するため、職業訓練指導の任期付職員を募集し、現在選考を行っている。

・福祉職の欠員は臨任で対応している。児童虐待の増加など、迅速で的確な対応が必要であることは認識している。これまでも必要なところには措置してきた。

	昇任・昇格の課題
	・考え方の基本は、職員が相当長期にわたって安定して勤務成績を上げ、より困難で責任の重い職務など、上位の職に求められる役割を果たすことが十分期待できる場合に行われるもので、能力や実績に基づき任命権者が行うものである。

・全国的に見ると県は、5級（副主幹級）以上の職員数が突出している。

	メンタルヘルス対策
	・産業医によるメンタル相談や巡視による職場環境の把握も行なっている。

・今年度、メンタル相談窓口をリニューアルし、より相談しやすい体制とした。

・効果的な復職支援について何ができるか、職員厚生課が検討していると聞いている。

・リハビリ勤務については公務ではないと整理している。安心してリハ勤をしていただくための方法を職員厚生課と話し合ってほしい。

・復職後は勤務可能と判断するため、継続して臨任等を配置することは難しい。周囲の職員が協力しながら支えてもらいたい。

	災害時の備え
	・災害時の業務体制については、災害規模によってさまざまな状況があり、事前に労使協定を締結することは難しい。

	労働安全衛生の課題
	・今後とも法令を遵守し、安全で衛生的な職場環境の整備を行う。

・節電対策を進めるにあたっては、職員の健康を守るため、執務環境に留意し、労働安全衛生には意を用いるよう十分な周知に努めていく。

・時間外における冷暖房の稼働については、労働安全衛生法令は遵守したいが、設備上の問題があり、節電対策による予算の制約もあるので、困難である。

・危険車両を職員が運転することがあってはならない。安全性が最優先される。
・来年度の車両更新について、庁舎課職員が車両を現地で調査するなどして調整しているところ。

	人事評価システム・人事制度
	・適宜人事評価システムを検証し、必要に応じて県労連の場で話し合っていく。

	行政システム改革・

緊急財政対策
	・早め早めの情報提供をするよう関係各局に伝えている。

・産業技術センターについては、有識者会議の提言も尊重しながら、役割、機能、最も効率的なあり方を検討している。

・緊急財政対策は、ロードマップに沿って進めるが、職員の勤務条件に係ることは話し合っていく。

	臨任・非常勤・再任用職員の労働条件
	・臨任の初号制限については、改善を図った。

・非正規職員の雇用確保を目的とした雇用はできない。

	公契約条例の制定
	・公契約条例に関する協議会を設置。有識者、事業者、労働団体が課題の検討を行っていると聞いている。

	ノーマライゼーション課題
	・電話交換については、所属の状況や職員の年齢も視野に入れて、各局との調整の中で派遣を導入したところもある。
・管理事務トータルシステムの大幅な改修が必要であり、音声対応ソフトは難しい。

・施設整備については、本庁トイレのバリアフリー化などを進めているところ。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































